
フ
ト
1
l
フ
十

フ
ド
ウ
ガ
ハ
不
動
川

臨
島
郡
佐
々
披
と
下
佐

ι
何彼
と
の
聞
を
流
れ
る
川
。
能
宥
誌
に
、
こ
の
川
の

石
を
拾
へ
ば
阪
市
を
釘
ふ
と
併
へ
る
と
犯
す
る
。

フ
ド
ウ
ザ
カ
不
動

援

能
楽
郡
河
阪
山
に
在
る
0

・忌
保
鋭
に
、
河
原
山
閥
抗
の
此
方
に
、
而
に
雨
足
の

跡
あ
る
赤
い
石
が
あ
る
。
そ
れ
を
不
動
の
足
跡
だ
と

い
ひ
、
そ
の
地
を
不
動
坂
と
群
す
る
と
認
す
る。

フ
ド
ウ
ザ
カ
不
動
坂
白
山
砂
防
新
誼
巾
に
あ

る
舵
坂
で
、
脱出世
し
た
砂
際
の
聞
を
沼
ず
る
も
の
で

あ
る
o
m
u聞
は
一
六
況

O
米
。

フ
ド
ウ
サ
キ

不
勤
時

臥
京
消
何
良
に
あ
る
務

脚
。

不
動
寺

河
北
郡
荒
ケ
庄
に
邸
す
る

フ
ド
ウ
ジ

部古川。フ
ド
ウ
ジ

不
動
寺

珠
洲
郡
不
動
寺
戸
部
務
名
d

に
在
っ
て
、
探
言
宗
に
臨
す
る
。

随
一
土
山
と
蹴

L
、

木
郎
寺
の
胸
部
従
の
一
で
あ
っ
た
。
能
育
名
跡
志
に
、

『
此
村
に
邸
主
山
不
動
寺
と
い
ふ
笛
寺
あ
り
。
云
々
。

共
比
は
天
台
宗
に
て
七
堂
伽
際
、
木
郎
一
冊
却
に
寺
領

あ
り
て
、
高
倉
院
の
勅
願
既
に
し
て
、
政
度
の
勅
盲
・

給
首
・院
宣
有
っ
て
、
仮
本
山
王
什

一
一
祉
を
移
し
て
、

本
館
務
削
如
来
は
行
進
世
円
山
腕
の
作
、
一
刀
三
砲
の
帥

也
。
=
一
附
械
部
傍
証
・
御
幸
あ
り
、
緊
策
成
り

L
御
寺

な
り
し
に
、
共
兆
は
虫
剤
従
多
〈
、今
木
郎
七
夕
寺
は
宋

寺
に

L
て
、
皆
問国
王
山
と
蹴
す
也
。
』
と
あ
る
。
こ
の

記
事
に
よ
れ
ば
不
動
寺
が
木
郎
寺
の
本
坊
で
あ
っ
た

如
〈
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
認
で
あ
ら
う
。
寺
山
融
木

諮
問
問
附
如
来
座
似
体
高
四
八
樫
は
室
町
時
代
の
作
と

踏
め
ら
れ
、
能
町w
作
例
山田附
中
の
一
と
し
て
敏
へ
ら

れ
た
も
の
、
そ
の
他
絹
本
一
部
色
仰
謹
撰
品
聞
は
室
町
末

期
乃
至
江
戸
時
代
初
期
と
認
め
ら
れ
る
。
叉
笛
寺
に

法
議
経
入
容
の
お
震
が
あ
り
、
そ
の
第
一
容
の
奥
容

に
は

『承刷出
三
叩
午
昨
間
五
月
品
川
二
回
強
制
削
船
。
録
者

フ
ド
ウ
ダ
キ
不
動

穏

臨

島
都
訓
加
地
内
な
る

=一地
山
の
北
総
に
怒
る
。
直
下
一
八
米
、
郡
部
に
近

く
不
動
以
あ
る
が
般
に
名
づ
け
る
。
一

に
熊
野
揃
と

も
い
」。

ブ
ド
ウ
チ
チ
シ
ヨ
ワ
タ
ヲ
シ
コ
カ
ガ
ミ

武
道
致

知
書
私
小
鏡

一
加
。
一
名
瓜
剛
到
。
天
文
・弘
治
・

天
正
頃
の
枝
容
を
叙
す
る
も
の
。
抗
の
巾
に
池
井
奴

隙
士
一
宅
長
崎
の
能
州
に
白
人
し
た
こ
と
、
加
州
山

内
一
授
が
能
柴
山
別
宮
械
中
背
以
次
郎
兵
衛
を
襲
っ

て
似
許
せ
し
め
た
こ
と
間
帯
、
他
の
椛
犯
に
制
ら
し
た

こ
と
が
多
く
見

え
る
。

フ
ト
ジ
ン
ジ
ヤ
布
戸
神
社

同
一
荒
川
抑
徳
戚
に
在

る
。
式
内
等
部
世
記
に
、『
布
戸
前
社
。
剛
野
郷
徳
成

村
銀
座
。
総
-一
桁
声
明
跡
。
即mA
耐
天
太
玉
命
。
間
四
社

也
。』
と
把
寸
ろ
。

フ
ナ
カ
ク
シ
ノ
イ
ハ
ヤ

船
隠
窟

以
南
郡
大
川

の
凶
、
出
附
の
枯
仰
に
而
す
る
入
口
一
州
さ
三
米
館
、

出
現
行
三
六
米
の
制
穴
を
い
ふ
。
能
耳
有
名
跡
芯
に
、『
大

川
村
。

海
へ
指
出
た
る
山
の
杭
に
大
き
な
る
岩
館
あ

り
。
所
の
北口
答
絞
の
飴
慰
し
と
い
ふ
。
此
制
穴
入
日

制
十
削
除
、
水
深
さ
二
十
除
柿
あ
り
。
』
と
あ
る
。

フ
ナ
カ
ク
シ
ノ
イ
ハ
ヤ

般
隠
窟

珠
洲
市
寺
家

小
字
槻
体
の
う
ち
大
泊
の
磯
訟
に
在
る
。
能
稜
名
跡

芯
に
、『
叫
聞
か
〈
し
は
七
入
十
間
四
方
も
あ
る
制
也
。

紡
を
十
閉
山
引
入
る
れ
ば
、
一
段
一
品
〈
て
、
内
に
色
々

間
取
有
て
、
人
佐
で
煮
焼
せ

L
跡
あ
り
。
叉
左
の
方

に
七

m計
四
方
の
口
の
械
穴
あ
り
。
』
と
あ
る。

フ
ナ
カ
ヲ
シ
ノ
マ

舷
際
白
間

臥
石
川
郡
宇
出
除

と
山

一
つ
附
て
た
凶
，
怖
の
う
ち
の
人
江
を
舟
隠
し

の
聞
と
名
づ
け
る
。
能
奇
誌
に
仰
木
城
跡
の
こ
と
を

い
う
て
、『
此
城
山
の
東
平
に
紡
隠
し
と
て
、
不
思
議

成
阪
あ
り
。
給
何
抑制
泊
。
開
て
も
外
よ
h
見
ゆ
る
こ

と
な

L
。』
と
あ
る
。

昼
間
一
覧
俊
切
十
，
A

之
銭
也
。
』
第
四
怨
に
は

『
明
附
元

乙
来
年
十
月
什
日
出耳
目
究
夜
念
ベ
お
幻
了
。

十
ペ
一

之
政
也
。
鉛
乃
雫
法
界
平
等
苦
脱
也
。
法
前
同
世
間
倣

由
。
』
と
犯
さ
れ
ろ
が
、
第
二
容
に
明
附
元
乙
米
年
如

月
イ
八
日
、
第
六
容
に
明
川
町
一
川
乙
未
竿
正
月
叶
三
円

と
あ
っ
て
、
改
元
前
阪
に
明
M
U

の
年
続
を
託
す
る
の

は
艇
は
し
い
。
奥
部
と
終
文
と
は
問
笠
で
あ
る
。

フ
ド
ウ
ジ

マ

不

動
島
能
楽
抑
止
川
代
郷
に
邸
す

る
部
W

問
。
酬
明
村
名
義
抄
に
、
続
苛
は
向
で
あ
旬
、
大

洪
水
の
際
不
動
命
が
椛
れ
従
っ
た
か
ら
日
向
荷
似
た

と
あ
ろ
の
は
、
地
名
川
開
設
に
沿
yg
ぬ
。

加
担
釜
山
俄
に

付
、
大
領
村
の
附
廷
で
あ
る
か
ら
不
動
れ
の
在
っ
た

所
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

フ
ド
ウ
ジ
ヤ
ク
シ
不
動
寺
薬
師

J
フ
ド
ウ
ジ

不
肋
寺
(
珠
洲
)
。

フ
ド
ウ
ダ
キ

不

勤

務

能

決
別
向
山
の
巾
に
在

る。

お
さ
一

一
一
米
。
地
仰
に
布
引
制
と
犯
し
た
も
の

は
、
不
動
制
を
限
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
水
山
熊
谷

に
出
で
、
悩
川
と
な
り
、
不
助
制
を
作
・り
、
下
流
は

仰
谷
川
と
な
る
。

フ
ド
ウ
ダ
キ
不
勤
務
山
出
向
梢
佐

々
披
に
在
る。

測
の
仰
に
小
加
が
あ
っ
て
、
不
動
鋭
校
安
約
一
す
る
。

フ
ド
ウ
ダ
キ

不
動

減

石
川
市
仮
地
の
山
巾
で
、

初
谷
川
の
巾
杭
に
懸
る
。
直
下
六

O
米
除
。
快
附
の

時
白
日
光
之
に
映
じ
て
甚
だ
業
。
堅
人
之
を
解
し
て

お
前
の
御
策
辿
と
言
う
て
料
る
。
加
越
能
諮
跡
絡
に
、

『疲
隠
領
持
山
の
内
に
、
杭
谷
と
-
E
制
と
て
あ
り
。

此
制
古
へ
獅
子
の
か
た
ち
あ
ら
付
れ
巾
栴
有
と
巾

m
m
o』
と
閉
山
す
る
。

フ
ド
ウ
ダ
キ
不
勤
務
須
川
間
一

宮
と
郁
と
の

聞
に
あ
る
高
さ
回
米
許
の
制
。

尚
村
の
名
目
之
に
凶

っ
て
起
っ
た
と
も
い
ふ
が
、
そ
の
古
名
が
竹
様
で
あ

る
と
い
ふ
か
ら
、
必
ず
し
も
信
じ
ら
れ
ぬ
。

七
三

O

フ
ナ
カ
hz
マ
ツ
リ

舵
方
祭

石
川
郡
美
川
に
行

は
れ
る
一
且
十
日
の
祭
耶
で
、
問
抑
日
品
目
と
も
回
申
申
H
F
即日

と
も
い
ひ
、
明
治
二
十
年
引
か
ら
初
っ
た
。
こ
の
日

帆
前
鮒
烈
の
も
の
を
綿
天
王
の
如
〈
に
鍛
ひ
、
町
内

を
一
巡
し
て
限
域
別
祉
に
務
納
す
る
。

フ
ナ
ギ
ダ
ニ
主
ウ
ゲ

船
木
谷
峠

臥
車
部
桜
山

か
ら
川
西
に
向
か
ふ
聞
の
峠
。

フ
ナ
キ
テ
ツ
ト
舟
喜
銭
外

簡
は
侭
好
。

も
と

大
俗
氏
、
舟
木
源
簡
の
子
賞
す
る
加
と
な
っ
た
。
日
丸

山
臥
脳
本
多
氏
に
仕

へ
て
、
級
八
十
TH¥
石
受
け
、
文
久

一
一年
銭
外
は
そ
の
嗣
子
中
以
て
巾
小
姓
に
制
作
し
、

別
に
限
米
十
依
を
給
せ
ら
れ
た
。
人
と
鋸
・り
震問中
に

し
て
飴
略
あ
り
、
謎
醤
を
好
み
、
万
槍
を
普
〈
し
た
。

明
治
四
年
十
一
月
什
三
日
同
志
と
共
に
、
紋
th
木
多

政
均
の
仇
官
野
耐
削
古
口
を
討
ち
、
抗
日
時
十
一
且
四
円
白

山
帆
そ
命
ぜ
ら
れ
た
。
亭
年
三
十
二。

フ
ナ
ゴ
ヤ

舵
小
屋

J
ミ
ヤ
ノ
コ
ジ
オ
フ

ナ
プ

ヤ
宮
腹
御
館
小
屋
。

フ
ナ
ツ
舟
津

能
安
部
前
代
郷
に
践
し
、
無
家

の
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
八
年
十
且
北
桜
井
に
台
併

し
た
。

フ
ナ
テ
ア
シ
ガ
ル

儲
手
足
程

前
旧
利
家
の
代

に
、
天
野
凶
右
衛
門
が
百
七
十
石
を
賜
は
り
、
御
船

手
方
を
勤
め
た
と
い
ふ
の
が
そ
の
起
阪
で
、
同
時
に

御
船
手
足
科
も
あ
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
の
後

前
凶
綱
紀
は
寛
文
十
一
年
舟
蚊
袋
を
石
川
郡
宮
腹
に

緊
宮
、
延
釘
六
年
江
戸
に
於
い
て
敏
朗
三
人
や
羽
他

へ
、
切
米
二
十
五
伎
の
外
金
沢
枚
充
、
不
水
手
七
十

人
外
小
問
三
人
は
二
人
扶
持
の
外
銀
百
六
十
岡
、

隔

年
袷
一

・靴
子

一
を
胞
は
旬
、そ
の
邸
地
を
金
mm
三
社

町
に
奥
へ
ら
れ
た
。
後
慨
は
比
政
凡
ペ
て
五
十
人
、

内
二
人
が
横
目
役
で
歌
山
聞
を
粂
ね
て
ゐ
た
が
、
滞
政

末
期
に
之
を
阪
し
た
。


